中務集注釈（10） by 高野  晴代 et al.





































































































































































































繰り出している様 「手にかけてくる夏ごとにわぎもこが多く を引きてけるかな」 （東宮学士義忠歌合・七） 。○長きひぐ し
　
夏の長い日




























































が描かれていたと見られる。庵の中で稲を守る様を描いた屛風絵は、「田守る庵あるところ／かりほにて日さへ経にけり秋風に早稲田かりがねはやも鳴かなむ」 （貫之・一五三） 、 「延喜御時、月次御 の歌／刈りて干す山田の稲を干しわびて守るかりほに幾夜経ぬらむ」 （拾遺・雑秋・一一二五
　
躬恒） 、 「田守る家に、人ゐたるところ／ともすればひき
















































たとえて言う表現。やがて地名の意識で見 れるようになり、平安後期には出羽国の歌枕とされた。当該歌では、 「 （袖の）浦」 「波」 「浜」が縁語関係。 「逢ふことのなぎさはいつもかはらねどけさこそ袖のうらはことなれ」 （兼澄・八三） 。○吹きかへす
　
平安和歌では中期頃から使われ















































































































































































れば池の氷ぞさえまさ け 」 （拾遺・冬・二三二
　
紀友則） 、 「池水に

























































衣たちてし日より郭公とく聞かんとぞ待ちわたりつる」 （貫之・五二七） 。 ただ一声や聞きてやみなん
　「や」は疑問。ただ一声だけ聞いて














































































































































































舞う際、採物として榊を手に持つ。 「足曳の山の榊のときはなるかげにさかゆる神のきねかも」 （貫之・一八七） 。○さ夜ふけて霜は置くとも
　
夜が更けて霜は置くとしても、の意。霜が置くと植物は変色してしまうが、常緑樹である榊はその色が変わらない。 「置く霜に色も はらぬ榊葉は香をやは人のとめて来つらん 七）○山人
　
神聖な力を
持つ者として「逢坂を今朝越えくれば山人 我にくれたる 杖ぞこれ山杖ぞこれ」 （拾遺・神楽歌・五八〇）のように神楽歌に詠まれる。 「山人のたける庭火のおきあかしこゑごゑ遊ぶかみのやをとめ」 （能宣・三
10






























































































































則） 。 「山がつの垣根」 「山がつの垣穂」などのようにその住まい 垣根





























































































































































































































































ため「し」は「く」の誤字と見て「長く」に校訂した。 「菅の根」は「長く」に掛かる枕詞。 「三月に人人ちるはなみる所／ちりぬべき花みるときはすがのねのながきはる日もみじかかりけり」 （清正・九）○花の辺りは暮れ易きかな
　
日が長くなる春であるが、桜を愛でて時を忘れ、気













































































































花房が垂れてい 様。 「波」は「岸」 縁語。 「岸近き松に懸かれる藤の花波さへおりて返すめるかな」 （元真・五） 。○春のなごりに立ちとまらなん
　「なごり」は残余の意の「名残」に「余波」を重ねる。 「立ちとま
































































































































































主催した歌合。判者は左大臣藤原実頼。左から藤原朝忠・大中臣能宣・壬生忠見他、 また、 右から平兼盛・藤原元真・中務他 歌が出詠された。規模、形式、和歌の全てに秀で、後の歌合の模範となった。〇たちなかくしそ
　
霞や霧、 雲などに対して 「美しい景物を覆い隠さないでおくれ」



































































ける。 「立ち来らし」を採ったが、 「そひてぞ」とした場合、 歌仙本の「立ちぬらし」が穏当か。○そよといふなり
　「そよ」は葦の葉が風にそよ










































































































































































もの嘆かしく思ほゆるかな」 （相模・五七九） 。栲縄から「なが 」 「繰る」の言葉を導 。 「くる」は「繰る」と「来る」を掛ける。［通釈］
自分が身を捨てて海の底に潜って漁りをしても、栲縄を長く繰る人はいないように、私のもとに長く通って来る人はいまいと思う。
［補説］
　
当該歌は「身を捨ててそこかづくとも栲縄を」までが「ながく」
